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Who are you?（講師紹介）

鯨井貴博
LPI-Japan プラチナスポンサー 株式会社ゼウス・エンタープライズ
LinuCエバンジェリスト

2000年にVine Linux 2.0で⼀度挫折を経験。
その悔しさを忘れきれず、2007年 他業種からIT業界に転職しLinuxに再チャレンジ。
SE・商⽤製品サポート・インストラクター・プロジェクト管理などを経験し、現在に⾄る。
⾃分⾃⾝が学習で苦労した経験から、初⼼者を含む受講者に分りやすい講義を⾏うように⼼がけている。
また、興味の向くIT技術・オープンソースソフトウェアなどについて、
Opensourcetehブログ（https://www.opensourcetech.tokyo/）で執筆中。

Linus Torvaldsさん(Linux開発者) Igor Sysoevさん(nginx開発者)

Alexei Vladishevさん(ZABBIX開発者)

https://www.opensourcetech.tokyo/
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提供するITサービス

ゼウス・エンタープライズからのお知らせ

https://www.zeus-enterprise.co.jp/solution/service

https://www.zeus-enterprise.co.jp/solution/service
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1. LinuC Level2試験とは
- 試験概要と特徴

2. 技術解説
- 2.06.1 コンテナの仕組み
- 2.06.2 Dockerコンテナとコンテナイメージの管理
- Dockerコンテナ操作デモ

3. Q&A

アジェンダ



5© LPI-Japan / EDUCO all rights reserved.

2020年4⽉1⽇ LinuC レベル1・2 新バージョン Version10.0リリース︕

LinuCとは

旧バージョンとの差分はについては、こちら。
https://linuc.org/docs/linuc_ver10.pdf

https://linuc.org/docs/linuc_ver10.pdf
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仮想環境を含むLinuxのシステム設計、ネットワーク構築において、アーキテクチャに基
づいた設計、導⼊、保守、問題解決ができる技術者を認定する試験

ü Linuxシステムの設計、構築、監視、トラブルシューティングができる。
ü 仮想マシンやコンテナの仕組みを理解し、その管理と運⽤ができる。
ü セキュリティとシステムアーキテクチャの基本を理解し、サービスの設計、構築、運

⽤・管理ができる。

201試験/202試験の両⽅に合格することでレベル2に認定
1試験あたり 15,000円（消費税別）
ピアソンVUEにおけるCBT or PBT（団体受験⽤）

LinuC Level2試験とは

詳細は、https://linuc.org/linuc2/詳細は、https://linuc.org/linuc2/

https://linuc.org/linuc2/
https://linuc.org/linuc2/
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LinuC Level2試験とは

https://linuc.org/linuc2/range/201.html
https://linuc.org/linuc2/range/202.html

2.01︓システムの起動とLinuxカーネル
2.01.1 ブートプロセスとGRUB
2.01.2 システム起動のカスタマイズ
2.01.3 Linux カーネルの構成要素
2.01.4 Linuxカーネルのコンパイル
2.01.5 カーネル実⾏時における管理とトラブルシューティング

2.02︓ファイルシステムとストレージ管理
2.02.1 ファイルシステムの設定とマウント
2.02.2 ファイルシステムの管理
2.02.3 論理ボリュームマネージャの設定と管理

2.03︓ネットワーク構成
2.03.1 基本的なネットワーク構成
2.03.2 ⾼度なネットワーク構成
2.03.3 ネットワークの問題解決

2.04︓システムの保守と運⽤管理
2.04.1 makeによるソースコードからのビルドとインストール
2.04.2 バックアップとリストア
2.04.3 ユーザへの通知
2.04.4 リソース使⽤状況の把握
2.04.5 死活監視、リソース監視、運⽤監視ツール
2.04.6 システム構成ツール

2.05︓仮想化サーバー
2.05.1 仮想マシンの仕組みとKVM
2.05.2 仮想マシンの作成と管理

2.06︓コンテナ
2.06.1 コンテナの仕組み
2.06.2 Dockerコンテナとコンテナイメージの管理

2.07︓ネットワーククライアントの管理
2.07.1 DHCPサーバーの設定と管理
2.07.2 PAM認証
2.07.3 LDAPクライアントの利⽤⽅法
2.07.4 OpenLDAPサーバーの設定

2.08︓ドメインネームサーバー
2.08.1 BINDの設定と管理
2.08.2 ゾーン情報の管理
2.08.3 セキュアなDNSサーバーの実現

2.09︓HTTPサーバーとプロキシサーバー
2.09.1 Apache HTTPサーバーの設定と管理
2.09.2 OpenSSLとHTTPSの設定
2.09.3 nginxの設定と管理
2.09.4 Squidの設定と管理

2.10︓電⼦メールサービス
2.10.1 Postfixの設定と管理
2.10.2 Dovecotの設定と管理

2.11︓ファイル共有サービス
2.11.1 Sambaの設定と管理
2.11.2 NFSサーバーの設定と管理

2.12︓システムのセキュリティ
2.12.1 iptables や firewalld によるパケットフィルタリング
2.12.2 OpenSSH サーバーの設定と管理
2.12.3 OpenVPNの設定と管理
2.12.4 セキュリティ業務

2.13︓システムアーキテクチャ
2.13.1 ⾼可⽤システムの実現⽅式
2.13.2 キャパシティプランニングとスケーラビリティの確保
2.13.3 クラウドサービス上のシステム構成
2.13.4 典型的なシステムアーキテクチャ

201試験 202試験

https://linuc.org/linuc2/range/201.html
https://linuc.org/linuc2/range/202.html
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LinuC学習のコツ

①出題範囲の内容について調べてみる
公式ドキュメント・技術書など

②実際に操作してみる
これが⼤事︕

③学習の補助教材などを利⽤する
・メールマガジン
・標準教科書
・過去のセミナー資料
詳細は、https://lpi.or.jp/learning/

https://lpi.or.jp/learning/
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技術解説
主題2.06︓コンテナ

2.06.1 コンテナの仕組み
重要度 2
概要
基本的なコンテナの仕組みについて理解している。

詳細
物理マシン、仮想マシン、コンテナの特徴と違いを理解している。
コンテナのファイルシステムとイメージの関係を知っている。
コンテナを実現する技術の概念を知っている。
名前空間, cgroups

2.06.2 Dockerコンテナとコンテナイメージの管理
重要度 3
概要
Dockerを導⼊してコンテナ実⾏環境を構築できる。
Dockerコンテナを実⾏できる。
コンテナイメージを管理できる。
詳細
Dockerを導⼊して、ネットワークを構成する。
ポート変換, フラットL2ネットワーク

Dockerコンテナを実⾏して、停⽌する。
docker ps/stats, docker run/create/restart, docker pause/unpause, docker stop/kill, docker rm

Dockerコンテナに接続してプロセスを実⾏する。
docker attach, docker exec

コンテナイメージを管理する。
Dockerレジストリ: docker images, docker pull, docker rmi, docker import
Dockerfile: docker build, docker commit
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技術解説

2.06.1 コンテナの仕組み
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http://man7.org/linux/man-pages/man7/namespaces.7.html
http://manpages.ubuntu.com/manpages/focal/ja/man7/namespaces.7.html
https://linuxjm.osdn.jp/html/LDP_man-pages/man7/namespaces.7.html

名前空間（namespaces）

名前空間は、 グローバルシステムリソースを抽象化層で覆うことで、 名前空間内のプロセスに対して、 ⾃分たちが専⽤
の分離されたグローバルリソースを持っているかのように⾒せる仕組みである。 グローバルリソースへの変更は、 名前空
間のメンバーである他のプロセスには⾒えるが、 それ以外のプロセスには⾒えない。
名前空間の⼀つの利⽤⽅法はコンテナーの実装である。

名前空間 定数 分離対象
Cgroup CLONE_NEWCGROUP Cgroupルートディレクトリ
IPC CLONE_NEWIPC System V IPC/POSIX メッセージキュー
Network CLONE_NEWNET ネットワークデバイス/スタック/ポート など
Mount CLONE_NEWNS マウントポイント
PID CLONE_NEWPID プロセスID
Time CLONE_NEWTIME 起動時刻/モノトニック時刻
User CLONE_NEWUSER ユーザID/グループID
UTS CLONE_NEWUTS ホスト名/NISドメイン名

これらを使い
各コンテナを仮想的

に隔離する
Linux kernelの機能

http://man7.org/linux/man-pages/man7/namespaces.7.html
http://manpages.ubuntu.com/manpages/focal/ja/man7/namespaces.7.html
https://linuxjm.osdn.jp/html/LDP_man-pages/man7/namespaces.7.html
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http://man7.org/linux/man-pages/man7/cgroups.7.html
https://wiki.archlinux.jp/index.php/Cgroups
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_enterprise_linux/8/html/managing_monitoring_and_updating_the_kernel/setting-limits-
for-applications_managing-monitoring-and-updating-the-kernel

cgroups

cgroups（Control Groups）は、Linuxカーネルの機能の1つで、プロセスを階層的なグループに編成し、さまざまなタイ
プのリソースの使⽤（メモリ、CPU,ネットワーク帯域など）を制限および監視できるようにします。
カーネルのcgroupインターフェースは、cgroupfsと呼ばれる疑似ファイルシステムを介して提供されます。

プロセス
2

プロセス
1

プロセス
3

リソース
コントローラー

システムリソースの割当などを管理

http://man7.org/linux/man-pages/man7/cgroups.7.html
https://wiki.archlinux.jp/index.php/Cgroups
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_enterprise_linux/8/html/managing_monitoring_and_updating_the_kernel/setting-limits-for-applications_managing-monitoring-and-updating-the-kernel
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コンテナの構成（物理マシン・仮想マシンとの違い）

物理マシン 仮想マシン
（ホスト型・ハイパーバイザー型）

コンテナ

ハードウェア ハードウェア ハードウェア

ホストOS ホストOS ホストOSハイパーバイザー

アプリケーション

仮想化ソフトウェア

仮想環境（VM）
仮想環境（VM）

コンテナ管理ソフト
ウェア

コンテナ コンテナ
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コンテナの特徴

移植性に優れる 起動が速い

軽量である DevOps（開発・運⽤）との相性がよい

Linux Mac OS Windows

コンテナイメージの移動が容易

物理マシン/
仮想マシン

HDD 10GB

コンテナ

HDD 100MB
vs

物理マシン/
仮想マシン

数分

コンテナ

数秒
vs

Dev Ops

co
de

build te
st

plan

m
on
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r
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y operate



15© LPI-Japan / EDUCO all rights reserved.

https://hub.docker.com/search?q=&type=image

コンテナイメージ

DockerHubなどにあるコンテナイメージを利⽤できる（例えば、CentOS/Ubuntu/nginxなど）

https://hub.docker.com/search?q=&type=image
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コンテナイメージの利⽤

ベースイメージを取得し、そこにイメージの層を重ねて利⽤する

取得したベースイメージ
（CentOS,Ubuntuなど）

パッケージのインストール
（nginx）

nginxの設定
（***.conf）

コンテンツファイル配置
（index.html）

nginxの起動

ベースイメージに対して、
コマンドを実施しサービスを構築
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技術解説

2.06.2 Dockerコンテナとコンテナイメージの管理
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https://www.docker.com/resources/what-container

Dockerとは

コンテナ

コンテナ管理ソフトウェア

ホストOS

ハードウェア

https://www.docker.com/resources/what-container
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Dockerコンテナのライフサイクル

コンテナイメージの取得

コンテナの⽣成・起動
コンテナ

コンテナの停⽌・削除
コンテナ

コンテナイメージの⽣成

コンテナ
イメージ

コンテナイメージの
アップロード
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https://www.docker.com/get-started

Dockerの始め⽅

Windows10 Pro・Mac OS・Linuxの場合

https://www.docker.com/get-started
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https://docs.docker.com/toolbox/toolbox_install_windows/
https://github.com/docker/toolbox/releases

Dockerの始め⽅

Windows10 Homeなどの場合

今回は、こちらを使って解説を⾏います。

https://docs.docker.com/toolbox/toolbox_install_windows/
https://github.com/docker/toolbox/releases
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Dockerの始め⽅

インストール完了後、
スタートメニューや
ショートカットアイコンから起動

起動ログが流れたあと、
以下のようになればコンテナ操作の準備完了

defaultというVM（Virtualbox上）で起動しており、
192.168.99.102が設定されている
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Dockerの操作
docker images（取得したコンテナイメージの⼀覧表⽰）

使い⽅︓docker images
docker pull（コンテナイメージの取得）

使い⽅︓docker pull URL/取得するコンテナイメージ[:タグ名]
※デフォルトでは、https://hub.docker.com/からコンテナイメージ取得をする
※タブ名を未指定の場合、:latest が適⽤される

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/images/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/pull/

コンテナイメージ名とタグ

https://hub.docker.com/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/images/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/pull/
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Dockerの操作
docker create（コンテナ⽣成）

使い⽅︓docker create コンテナイメージ

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/create/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/ps/

docker ps（稼働コンテナの⼀覧表⽰）

使い⽅︓docker ps [-a]
※-aをつけると、停⽌中などのコンテナを含めて表⽰する

コンテナID ※コンテナを制御するために使⽤

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/create/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/ps/
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Dockerの操作
docker run（コンテナ⽣成 & コンテナ起動）

使い⽅︓docker run オプション コンテナイメージ[:タグ名]

-d︓バックグラウンドでコンテナを実施
-i︓コンテナの標準⼊⼒を開く
-t︓端末（TTY）を割り当てる
-p︓公開ポートを指定（ポート変換）

-p 8080:80 とした場合、ホストOSのTCP8080番ポート経由で、コンテナのTCP80番ポートへアクセスする

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/run/

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/run/
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Dockerの操作
docker stats（コンテナの稼働状況確認）

使い⽅︓docker stats [コンテナID]
※ctrl + c で終了させる

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/stats/

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/stats/


27© LPI-Japan / EDUCO all rights reserved.

Dockerの操作
docker pause（コンテナプロセスの中断）

使い⽅︓docker pause コンテナID

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/pause/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/unpause/

docker unpause（コンテナプロセスの再開）

使い⽅︓docker unpause コンテナID

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/pause/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/unpause/
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Dockerの操作
docker stop（コンテナの停⽌）

使い⽅︓docker stop コンテナID

-t︓コンテナ停⽌の待ち時間を指定（デフォルト10秒）

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/stop/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/kill/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/start/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/restart/

docker kill（コンテナの強制停⽌）

使い⽅︓docker kill コンテナID

docker start（停⽌しているコンテナの起動）

使い⽅︓docker start コンテナID

docker restart（コンテナの再起動）

使い⽅︓docker restart コンテナID

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/stop/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/kill/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/start/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/restart/
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Dockerの操作
docker attach（稼働コンテナへの接続）

使い⽅︓docker attach コンテナID
※接続し作業完了後、ctrl + c でコンテナごと終了、ctrl + p・ctrl + q でコンテナ内のプロセスのみ終了となる

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/attach/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/exec/

docker exec（稼働コンテナでのコマンド実⾏）

使い⽅︓docker exec コンテナID 実⾏コマンド

-i︓コンテナの標準⼊⼒を開く
-t︓端末（TTY）を割り当てる

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/attach/
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/exec/
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Dockerの操作
docker rm（コンテナの削除）

使い⽅︓docker rm コンテナID
※停⽌しているコンテナを削除

-f︓稼働コンテナを強制削除

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/rm/

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/rm/


31© LPI-Japan / EDUCO all rights reserved.

Dockerの操作
docker rmi（コンテナイメージの削除）

使い⽅︓docker rmi コンテナイメージ[:タグ名]

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/rmi/

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/rmi/
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Dockerの操作

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/export/

docker export（コンテナからtarball作成）

使い⽅︓docker export コンテナID > tarballファイル名

※実⾏時「permission denied」が出⼒される場合、
管理者権限でDocker Quickstart Terminalを
起動して試してください。

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/export/
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Dockerの操作
docker import（tarballからコンテナイメージ作成）

使い⽅︓cat tarballファイル名 | docker import – コンテナイメージ名:タグ名

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/import/

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/import/
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Dockerの操作

https://docs.docker.com/engine/reference/builder/

Dockerfileを使ったコンテナの⽣成

必要なもの（以下を同⼀ディレクトリに保存する）
・Dockerfile
・プログラムの設定ファイルやWebサーバのコンテンツファイルなど ※必要に応じて

Dockerfileのサンプル

FROM centos:latest・・・利⽤するベースイメージの指定
MAINTAINER SubMattNesk(kujiraitakahiro) <SMN@test.local>・・・メンテナーの情報記載
COPY ./nginx.repo /etc/yum.repos.d/・・・コンテナビルド時にコピーするファイルとその配置場所
RUN [“/bin/bash”,“-c”,“yum -y install nginx”]・・・コンテナビルド後、実⾏するコマンド
EXPOSE 80・・・コンテナで公開するポート
LABEL “version” = “0.02” ¥・・・コンテナに付与するラベル（複数⾏の場合、バックスラッシュを使う）
"description" = "presented by SubMattNesk"
ADD ./emon.html /usr/share/nginx/html/・・・コンテナにコピーするファイルとその配置場所
ENTRYPOINT [“/usr/sbin/nginx”,“-g”,“daemon off;”]・・・コンテナ構築時に実⾏するコマンド
CMD [“-c”,“/etc/nginx/nginx.conf”]・・・ENTRYPOINTで使うコマンドオプション

https://docs.docker.com/engine/reference/builder/
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Dockerの操作

ファイル配置

Dockerfileの内容
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Dockerの操作
docker build（Dockerfileからのコンテナイメージ⽣成）

使い⽅︓docker build Dockerfileがあるディレクトリパス

-t︓タグ名を指定する

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/build/

⽣成されたコンテナイメージ

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/build/
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Dockerの操作
docker commit（コンテナからコンテナイメージを⽣成）

使い⽅︓docker commit コンテナID コンテナイメージ名:タグ名

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/commit/

⽣成されたコンテナイメージ

※⽣成したコンテナイメージは、docker login（Dockerhubへのログイン）・
docker push（Dockerhubへのアップロード）で共有・公開が可能

https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/commit/
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Dockerの操作

Dockerコンテナの操作デモ
Ø コンテナイメージの取得から起動まで
Ø Dockerfileを⽤いたコンテナ起動
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Dockerに関するトラブルシュートなど

docker 〜Dockerfile を使⽤した、コンテナの作成・起動〜
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/2018/06/12/docker_%E3%80%9CDockerfile_%E3%82%92%E
4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%81%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%8
6%E3%83%8A%E3%81%AE%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%83%BB%E8%B5%B7%E5%8B%95%E3%
80%9C

DockerコンテナのCentOS7で 「Failed to get D-Bus connection: Operation not permitted」と出た時の対処⽅法
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/20190222/1550822082

docker 〜「Error: No such image: a7a5593ce840」の対応⽅法〜
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/2018/11/20/docker_%E3%80%9C%E3%80%8CError%3A_No_
such_image%3A_a7a5593ce840%E3%80%8D%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E6%96%B9%E
6%B3%95%E3%80%9C

Dockerコンテナのネットワークについて
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/2018/11/22/Docker%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%
E3%83%8A%E3%81%AE%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82
%AF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6

https://www.opensourcetech.tokyo/entry/2018/06/12/docker_%E3%80%9CDockerfile_%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%81%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A%E3%81%AE%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%83%BB%E8%B5%B7%E5%8B%95%E3%80%9C
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/20190222/1550822082
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/2018/11/20/docker_%E3%80%9C%E3%80%8CError%3A_No_such_image%3A_a7a5593ce840%E3%80%8D%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%80%9C
https://www.opensourcetech.tokyo/entry/2018/11/22/Docker%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A%E3%81%AE%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
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コンテナの活⽤

Docker Compose（複数コンテナをまとめて管理するツール）

http://docs.docker.jp/compose/toc.html

https://docs.docker.com/compose/

https://github.com/docker/compose

Docker Swarm（コンテナのクラスタ環境を提供）

http://docs.docker.jp/swarm/overview.html

https://docs.docker.com/swarm/overview/

Kubernetes（コンテナのクラスタ環境を提供）

https://kubernetes.io/

https://kubernetes.io/ja/docs/home/

https://github.com/kubernetes/kubernetes

http://docs.docker.jp/compose/toc.html
https://docs.docker.com/compose/
https://github.com/docker/compose
http://docs.docker.jp/swarm/overview.html
https://docs.docker.com/swarm/overview/
https://kubernetes.io/
https://kubernetes.io/ja/docs/home/
https://github.com/kubernetes/kubernetes
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Q & A
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Thank you for join todayʼs seminar!

https://twitter.com/matt_zeus
https://www.facebook.com/takahiro.kujirai.1

https://www.opensourcetech.tokyo/


